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進
む
復
旧
、残
る
課
題

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

で
は
、岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
３
県
を
中
心
と
し
た
東
日

本
の
広
い
地
域
に
、東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所（
以
下「
東
電
福
島
第
一
原
発
」）の
事
故
の
影
響
を

含
む
甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
。農
林
水
産
業
全
体
の
被

害
額
は
２
兆
４
４
２
６
億
円
に
の
ぼ
り
、阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
約
26
倍
、新
潟
県
中
越
地
震
の
約
18
倍
に
相

当
す
る
。

　

復
興
に
当
た
っ
て
は
、東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法

が
制
定
さ
れ
、「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
基
本
方

針
」が
定
め
ら
れ
た
。激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の

特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
各
種
法
令
に
基
づ
く

措
置
に
加
え
、「
復
興
財
源
フ
レ
ー
ム
」の
策
定
、特
例

措
置
の
法
制
化
、被
災
自
治
体
の
人
的
・
財
政
的
支
援

等
の
復
興
を
支
え
る
仕
組
み
を
整
備
し
、各
分
野
に
お

け
る
様
々
な
施
策
を
講
じ
て
き
た
。

　

地
震
・
津
波
被
災
地
域
で
は
、主
要
な
排
水
機
場
や

海
岸
防
災
林
、漁
港
な
ど
農
林
水
産
関
係
イ
ン
フ
ラ
に

つ
い
て
、復
旧
は
お
お
む
ね
完
了
し
、復
興
の
総
仕
上

げ
の
段
階
に
入
っ
て
い
る
。

　

原
子
力
災
害
被
災
地
域
に
お
い
て
も
、除
染
等
に

取
り
組
ん
だ
結
果
、空
間
線
量
率
は
、原
発
事
故
発
生

時
と
比
べ
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。20
年
３
月
ま
で
に
、

帰
還
困
難
区
域
を
除
く
す
べ
て
の
地
域
で
避
難
指
示
の

解
除
が
実
現
し
、帰
還
困
難
区
域
の
一
部
で
避
難
指
示

が
先
行
解
除
さ
れ
る
な
ど
、福
島
の
復
興
・
再
生
が
本

格
的
に
始
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、農
林
水
産
省
は
、農
林
水
産
物
の

安
全
確
保
や
食
品
に
対
す
る
消
費
者
へ
の
信
頼
を
回
復

す
る
た
め
の
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、東
電
福
島

第
一
原
発
事
故
被
災
地
域
の
農
林
水
産
業
の
再
開
へ
の

支
援
や
、福
島
県
産
農
林
水
産
物
の
風
評
払
拭
に
向
け

た
取
組
等
を
進
め
て
き
た
。し
か
し
な
が
ら
、避
難
状

態
が
長
期
に
わ
た
っ
て
継
続
し
て
い
る
こ
と
に
伴
い
顕

在
化
し
た
課
題
や
、根
強
く
残
る
風
評
被
害
等
へ
の
対

応
が
引
き
続
き
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、青
森
・
岩
手
・
宮
城
・
福
島
・

茨
城
及
び
千
葉
の
６
県
で
、避
難
指
示
区
域
を
含
む

２
万
１
４
８
０
㌶
の
農
地
が
津
波
の
被
害
を
受
け
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、が
れ
き
の
除
去
や
除
塩
、排
水
機
場

な
ど
農
業
用
施
設
の
復
旧
を
支
援
す
る
こ
と
で
、21
年

１
月
末
現
在
、津
波
被
災
農
地
の
う
ち
転
用
さ
れ
た
農

地
等
を
除
く
94
％
で
営
農
再
開
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
３
県
に
お
い
て
、津
波
被

災
農
地
の
復
旧
に
併
せ
て
大
区
画
化
等
に
取
り
組
ん
で

い
る
地
区
の
う
ち
、98
％
で
整
備
が
完
了
し
て
い
る
。

農
林
水
産
分
野
の
復
興
・
再
生
に
取
り
組
む

大
震
災
か
ら
10
年
、イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
は
相
当
程
度
進
展
し
た
。そ
の一方
で
原
子
力
災
害

被
災
地
域
で
は
、営
農
再
開
や
風
評
被
害
等
の
課
題
が
残
る
。２
０
２
１
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る「
第
２
期
復
興
・
創
生
期
間
」で
も
、被
災
地
の
復
興
・
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み

が
欠
か
せ
な
い
。

特
集　
検
証
、東
日
本
大
震
災
10
年
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特集　検証、東日本大震災10年

等
の
放
射
性
物
質
対
策
等
を
支
援
し
て
き
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
等
に
よ
り
、田
村
市
、南
相
馬
市
、広

野
町
、楢
葉
町
、富
岡
町
、川
内
村
、浪
江
町
、葛
尾
村
、

飯
舘
村
及
び
川
俣
町（
旧
山
木
屋
村
）の
約
３
８
０
０

㌶
に
お
い
て
、19
年
産
米
の
作
付
が
再
開
さ
れ
た
。ま

た
、川
俣
町
や
飯
舘
村
で
は
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
生
産

が
回
復
し
た
こ
と
に
加
え
、浪
江
町
で
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ
、川
俣
町
で
ア
ン
ス
リ
ウ
ム
な
ど
の
新
し
い
花
き
産

地
の
形
成
が
進
行
し
、ま
た
、復
興
牧
場
が
設
立
さ
れ

て
酪
農
が
再
開
す
る
な
ど
、農
業
の
復
興
に
向
け
た
取

組
は
進
展
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、原
子
力
災
害
被
災
12
市
町
村
で

は
、営
農
再
開
し
た
面
積
は
約
32
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。市
町
村
間
で
も
避
難
指
示
解
除
の
時
期
に
よ
り
営

農
再
開
率
に
差
が
生
ま
れ
、営
農
再
開
の
加
速
化
が
重

要
な
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、地
元
の
担
い
手
に
加
え
、外
部
か
ら
の
参

入
も
含
め
た
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
や
、６
次

産
業
化
施
設
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
の
特
例
が
、20

年
６
月
の
福
島
特
措
法
の
改
正
で
設
け
ら
れ
た
。人
的

支
援
強
化
の
観
点
か
ら
は
、20
年
４
月
か
ら
被
災
12
市

町
村
す
べ
て
に
計
14
名
の
農
林
水
産
省
職
員
を
派
遣
し
、

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を
い
わ
き
市
・
富
岡
町
に
設
置
し
て
支

援
に
当
た
っ
て
い
る
。同
年
７
月
に
は
、福
島
県
、農
業

者
団
体
、被
災
12
市
町
村
へ
の
参
入
希
望
の
あ
る
実
需

者
な
ど
と
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
、市
町
村
域
を
越
え

た
広
域
的
な
高
付
加
価
値
産
地
構
想
を
取
り
ま
と
め
た
。

　

森
林
に
つ
い
て
は
、２
０
１
６
年
３
月
に
復
興
庁
・

農
林
水
産
省
・
環
境
省
の
３
省
庁
が
取
り
ま
と
め
た

「
福
島
の
森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
た
総
合
的
な
取

組
」に
基
づ
く
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

体
で
50
％
に
と
ど
ま
り
、い
ま
だ
販
路
開
拓
や
人
材
確

保
の
面
で
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

原
子
力
災
害
被
災
地
域
の
今
後

　

東
電
福
島
第
一
原
発
の
事
故
発
生
を
受
け
て
設
定

さ
れ
た
警
戒
区
域
及
び
計
画
的
避
難
区
域
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
０
年
３
月
４
日
の
双
葉
町
の
避
難
指
示
解
除
準

備
区
域
の
解
除
を
最
後
に
、帰
還
困
難
区
域
を
除
く
す

べ
て
の
地
域
の
避
難
指
示
の
解
除
が
実
現
し
た
。さ
ら

に
、Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
全
線
開
通
に
あ
わ
せ
て
、双
葉
町
・

大
熊
町
・
富
岡
町
の
帰
還
困
難
区
域
に
設
定
さ
れ
て
い

る
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
の
一
部
区
域
に
つ
い
て
、

避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
。

　

除
染
に
つ
い
て
は
、12
年
１
月
に
全
面
施
行
さ
れ
た

放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、18
年

３
月
末
ま
で
に
、帰
還
困
難
区
域
を
除
く
８
県
１
０
０

市
町
村
の
す
べ
て
で
面
的
除
染
が
完
了
し
た
。

　

農
林
水
産
省
は
、地
域
農
業
の
将
来
像
の
策
定
、農

業
関
連
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
、除
染
後
農
地
の
保
全
管
理
、

作
付
実
証
、放
射
性
物
質
の
吸
収
抑
制
対
策
、た
め
池

　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、３
１
９
漁
港
が
被
災
し
た
ほ

か
、漁
場
、漁
船
、養
殖
施
設
、水
産
加
工
施
設
等
に
甚

大
な
被
害
が
生
じ
た
。漁
港
に
つ
い
て
は
、21
年
１
月

末
時
点
で
、被
災
し
た
３
１
９
漁
港
の
う
ち
、陸
揚
げ

岸
壁
の
機
能
が
す
べ
て
回
復
し
た
漁
港
は
、97
％
に
当

た
る
３
１
１
漁
港
、一
部
で
も
陸
揚
げ
が
可
能
と
な
っ

た
漁
港
を
含
め
る
と
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、３
県
の
主
要
な
魚
市
場
に
お
け
る
水
揚
げ
量
、

水
揚
げ
金
額
は
、震
災
前
に
比
べ
そ
れ
ぞ
れ
69
％
、76

％
と
な
っ
て
い
る
。な
か
で
も
福
島
県
の
沿
岸
で
の
漁

業
は
、本
格
的
な
操
業
再
開
を
め
ざ
し
て「
試
験
操
業
・

販
売
」が
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、こ
れ
ら
沿
岸
漁
業
及

び
沖
合
底
び
き
網
漁
業
に
よ
る
20
年
の
水
揚
げ
量
は
、

震
災
前
の
10
年
実
績
の
18
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

水
産
加
工
施
設
に
つ
い
て
は
、20
年
12
月
末
時
点
で
、

３
県
の
７
８
１
施
設
の
う
ち
98
％
に
当
た
る
７
５
５
施

設
が
業
務
を
再
開
し
て
い
る
。し
か
し
、水
産
加
工
品

の
売
り
上
げ
が
震
災
前
の
８
割
以
上
に
回
復
し
て
い

る
と
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
い
る
事
業
者
の
割
合
は
、

青
森
・
岩
手
・
宮
城
・
福
島
・
茨
城
及
び
千
葉
の
６
県
全

図1 農林水産業のインフラの復旧状況
資料：農林水産省
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注：１ 　水産加⼯施設は2020年12月末現在、その他
は21年1月末現在。

 ２ 　農地は、農地転⽤が⾏われたもの（⾒込みを含
む）を除いた津波被災農地19,690㌶に対するも
の。（岩⼿県100%、宮城県99%、福島県75%）

 ３ 　主要な排水機場は、復旧が必要な96カ所に
対するもの（復旧事業実施中も含む）。

 ４ 　⽊材加⼯流通施設は、再開を希望する41カ
所に対するもの。

 ５ 　漁港は、被災した319漁港に対するもの（全
て回復311漁港、部分的回復8漁港）。

 ６ 　漁船は、復旧を⽬指す20,000隻に対するもの。
 ７ 　養殖施設は、再開を⽬指す68,893施設（岩⼿県

17,480施設、宮城県51,413施設）に対するもの。
 ８ 　産地市場は、被災３県で被災した30施設に

対するもの。岩⼿県および宮城県の産地市場
は、22施設全てが再開。

 ９ 　水産加⼯施設は、被災３県で再開を希望する
774施設に対するもの。
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農林水産分野の復興・再生に取り組む

　

除
染
は
、住
居
等
の
近
隣
の
森
林
や
、森
林
内
の
人

が
日
常
的
に
立
ち
入
る
場
所
等
で
進
め
ら
れ
た
。ま
た
、

下
層
植
生
の
繁
茂
を
促
し
土
壌
流
出
を
抑
制
す
る
効

果
の
あ
る
間
伐
等
の
森
林
整
備
と
、そ
の
実
施
に
必
要

な
放
射
性
物
質
対
策
を
推
進
す
る
実
証
事
業
や
、里
山

再
生
を
進
め
る
た
め
の
取
組
を
総
合
的
に
推
進
す
る
里

山
再
生
モ
デ
ル
事
業
等
を
実
施
し
て
い
る
。里
山
再
生

モ
デ
ル
事
業
は
、20
年
３
月
末
ま
で
に
計
14
地
区
を
モ

デ
ル
地
区
に
選
定
し
て
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、20
年

度
以
降
も「
里
山
再
生
事
業
」と
し
て
継
続
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、き
の
こ
栽
培
用
の
生
産
資
材
の
導
入
な
ど

の
支
援
や
、シ
イ
タ
ケ
原
木
林
の
再
生
に
向
け
た
実
証

事
業
な
ど
、特
用
林
産
物
の
生
産
の
再
開
・
継
続
の
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

加
え
て
、福
島
県
産
木
材
の
需
要
拡
大
と
安
定
供
給

の
確
保
に
向
け
て
、木
材
へ
の
放
射
性
物
質
の
影
響
に

関
す
る
調
査
に
引
き
続
き
取
り
組
み
、安
全
性
の
確
認

さ
れ
た
木
材
・
木
材
製
品
の
流
通
を
確
保
す
る
た
め
、

木
材
製
品
等
の
効
率
的
な
放
射
線
量
の
測
定
・
検
査
手

法
の
検
討
、検
査
体
制
の
構
築
を
支
援
し
て
い
る
。さ

ら
に
、製
材
工
場
等
で
発
生
す
る
樹
皮（
バ
ー
ク
）の
処

理
や
バ
ー
ク
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
も
支
援
し
て
い
る
。

　

18
年
時
点
で
、福
島
県
に
お
け
る
林
業
産
出
額
は
震

災
発
生
前
の
80
％
の
水
準
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、特

用
林
産
物
に
つ
い
て
は
、20
年
12
月
末
時
点
で
福
島
県

を
含
め
て
13
県
１
９
４
市
町
村
で
、22
品
目
の
出
荷
が

制
限
さ
れ
て
お
り
、19
年
の
福
島
県
の
シ
イ
タ
ケ
生
産

量
は
震
災
発
生
前
の
74
％
の
水
準
と
な
っ
て
い
る
。放

射
性
物
質
対
策
と
一
体
と
な
っ
た
森
林
整
備
や
き
の
こ

を
は
じ
め
と
し
た
特
用
林
産
物
の
産
地
再
生
が
引
き
続

き
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

福
島
県
の
水
産
業
に
つ
い
て
は
、本
格
的
な
操
業
再

開
に
向
け
、が
れ
き
の
撤
去
・
処
理
へ
の
支
援
、放
射
性

物
質
濃
度
の
測
定
調
査
、漁
業
者
や
養
殖
業
者
の
経
営

の
合
理
化
や
再
建
を
支
援
し
、漁
船
の
94
％
が
復
旧
し

て
い
る
。一
方
、震
災
前
と
比
べ
た
水
揚
げ
金
額
は
44

％
、水
揚
げ
量
は
38
％
の
水
準
と
な
っ
て
い
る
。と
く
に
、

試
験
操
業
が
続
い
て
い
る
沿
岸
漁
業
及
び
沖
合
底
び
き

網
漁
業
の
水
揚
げ
量
は
18
％
の
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。ま
た
、水
産
加
工
業
に
つ
い
て
も
、売
り
上
げ
が
震

災
前
の
８
割
以
上
に
回
復
し
て
い
る
事
業
者
の
割
合
は

28
％
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
た
め
、本
格
的
な
操
業
再
開

に
よ
る
水
揚
げ
量
の
増
加
や
水
産
加
工
業
の
販
路
回
復

が
、引
き
続
き
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

風
評
の
払
拭
と
販
路
支
援

　

生
産
現
場
で
は
放
射
性
物
質
の
吸
収
抑
制
対
策
や

暫
定
許
容
値
以
下
の
飼
料
の
使
用
等
、品
目
に
合
わ

せ
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。そ
う
し
た
努
力
の
結
果
、

基
準
値
超
過
が
検
出
さ
れ
た
割
合
は
、す
べ
て
の
品
目

で
２
０
１
１
年
以
降
低
下
し
て
お
り
、20
年
度
は
12
月

22
日
時
点
で
、き
の
こ
・
山
菜
類
、水
産
物
の
一
部
を
除

き
基
準
値
を
超
過
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
。

　

福
島
県
で
は
、作
付
制
限
、放
射
性
物
質
の
吸
収
抑

制
、抽
出
検
査
等
の
対
策
と
と
も
に
、米
に
つ
い
て
は

全
地
域
で
全
量
全
袋
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、一

部
の
地
域
を
除
き
、20
年
産
か
ら
全
量
全
袋
調
査
か
ら

抽
出
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
に
移
行
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、消
費
者
庁
が
21
年
２
月
に
公
表
し
た
消
費

者
の
意
識
調
査
に
よ
る
と
、放
射
性
物
質
を
理
由
に
福

島
県
産
品
の
購
入
を
た
め
ら
う
人
の
割
合
は
８
・１
％

と
な
り
、調
査
開
始
以
来
最
低
の
水
準
と
な
っ
た
も
の

の
、依
然
と
し
て
一
定
数
の
人
が
購
入
を
た
め
ら
う
と

回
答
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、復
興
庁
及
び
関
係
府
省
庁
は
、19
年
４

月
及
び
11
月
に「
原
子
力
災
害
に
よ
る
風
評
被
害
を
含

む
影
響
へ
の
対
策
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」を
開
催
し
、17
年

12
月
に
取
り
ま
と
め
た「
風
評
払
拭
・
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
戦
略
」に
基
づ
く
取
組
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
と
と
も
に
、今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討

し
た
。そ
の
結
果
を
受
け「
知
っ
て
も
ら
う
」「
食
べ
て

も
ら
う
」「
来
て
も
ら
う
」の
三
つ
を
柱
に
、工
夫
を
凝

ら
し
た
情
報
発
信
を
実
施
し
て
い
る
。

　

農
林
水
産
省
で
は
福
島
県
の
農
林
水
産
業
の
再
生

に
向
け
て
、生
産
か
ら
流
通
・
販
売
に
至
る
ま
で
風
評

の
払
拭
を
総
合
的
に
支
援
し
て
い
る
。具
体
的
に
は
、

生
産
者
の
第
三
者
認
証
で
あ
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
等
の
取
得
、水

産
エ
コ
ラ
ベ
ル
の
取
得
、オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
等
を
活

用
し
た
新
た
な
販
路
開
拓
、商
談
機
会
の
拡
大
、大
手

量
販
店
へ
の
販
売
棚
設
置
等
を
支
援
し
て
い
る
。ま
た
、

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、関
係
省
庁
と

協
力
し
、17
年
度
か
ら
福
島
県
産
農
産
物
等
の
販
売
不

振
の
要
因
と
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
流
通
実
態

調
査
と
、そ
の
調
査
に
基
づ
く
指
導
・
助
言
を
し
て
い

る
。福
島
県
産
品
の
価
格
は
回
復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

依
然
と
し
て
震
災
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
て
い
な
い
品

目
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、関
係
業
者
の
福
島
県
産
農
産
物
等
の
取
り

扱
い
姿
勢
に
は
、流
通
段
階
ご
と
に
認
識
の
齟そ

齬ご

が
あ

る
。仲
卸
業
者
は
、小
売
業
者
等
の
納
入
先
の
取
り
扱

い
姿
勢
を
実
際
よ
り
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
認
識
す
る
傾
向
に

あ
る
が
、前
回
調
査
と
比
べ
る
と
や
や
改
善
傾
向
に
あ

る
こ
と
等
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。福
島
県
産
の
農
産
物
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等
が
適
正
な
評
価
を
受
け
て
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、流
通
事
業
者
間
の「
認
識
の
齟
齬
」を
解

消
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、納
入
先
の
取
り
扱
い
の

意
向
を
確
認
す
る
こ
と
等
を
指
導
し
て
い
る
。

　

輸
出
先
国
・
地
域
の
輸
入
規
制
の
撤
廃
に
つ
い
て
も
、

農
林
水
産
省
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。日
本
産

農
林
水
産
物
・
食
品
に
輸
入
規
制
を
し
て
い
る
国
・
地

域
に
対
し
て
、政
府
一
丸
と
な
っ
て
緩
和
・
撤
廃
に
向

け
た
働
き
か
け
を
し
て
き
た
結
果
、規
制
を
講
じ
て
い

た
54
カ
国
・
地
域
の
う
ち
39
カ
国
・
地
域
が
規
制
を
撤

廃
し
、13
カ
国
・
地
域
が
規
制
を
緩
和
し
た
。

第
２
期
復
興
・
創
生
期
間
の
取
組

　

２
０
１
９
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「『
復
興
・
創

生
期
間
』後
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の

基
本
方
針
」に
基
づ
き
、復
興
・
創
生
期
間
後
も
引
き
続

き
被
災
地
の
復
興
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

る
。20
年
６
月
に
復
興
庁
設
置
法
等
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
重
点
的
か
つ
効
果

的
に
推
進
す
る
た
め
、復
興
庁
の
設
置
期
間
の
10
年
延

長
な
ど
、復
興
・
創
生
期
間
後
の
復
興
を
支
え
る
仕
組

み
、組
織
及
び
財
源
に
つ
い
て
必
要
な
法
律
上
の
措
置

が
講
じ
ら
れ
た
。

　

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
も
改
正
さ
れ
、農
地
の

利
用
集
積
や
６
次
産
業
化
施
設
の
整
備
を
促
進
す
る

た
め
の
特
例
の
創
設
等
、営
農
再
開
の
加
速
化
に
関
す

る
特
例
が
規
定
さ
れ
た
。さ
ら
に
、同
年
７
月
の「
令
和

３
年
度
以
降
の
復
興
の
取
組
に
つ
い
て
」に
お
い
て
、21

年
度
か
ら
の
５
年
間
を「
第
２
期
復
興
・
創
生
期
間
」と

位
置
づ
け
、５
年
間
の
復
興
財
源
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、原
子
力
災
害
被
災
地
域
の
検
討
課
題
と
し
て
、

移
住
等
の
促
進
、国
際
教
育
研
究
拠
点
の
構
築
に
加
え
、

営
農
再
開
の
加
速
化
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　

住
民
の
帰
還
を
促
進
す
る
た
め
、医
療
・
介
護
や
商

業
施
設
、学
校
、交
流
施
設
な
ど
生
活
環
境
の
整
備
が

進
め
ら
れ
、避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
地
域
で
は
住
民

の
帰
還
が
少
し
ず
つ
進
ん
で
き
て
い
る
が
、地
域
に
よ

っ
て
復
興
の
状
況
や
抱
え
る
課
題
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

避
難
指
示
解
除
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
地
域
で

は
、原
子
力
事
故
災
害
か
ら
の
復
興
・
再
生
に
向
け
た

中
長
期
的
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。喫
緊
の
課
題
で
あ

る
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
取
り
組
み
な
が
ら
、第
２
期
復

興
・
創
生
期
間
に
お
い
て
も
、引
き
続
き
国
が
前
面
に

立
っ
て
、本
格
的
な
復
興
・
再
生
に
向
け
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

営
農
休
止
期
間
が
長
期
化
し
、再
開
を
躊
躇
す
る
農

業
者
も
存
在
す
る
中
で
、生
産
物
を
作
れ
ば
売
れ
る
環

境
を
形
成
し
、再
開
す
る
農
業
者
を
地
域
に
呼
び
込
み
、

担
い
手
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。こ
の

た
め
、被
災
地
域
に
お
い
て
需
要
の
伸
び
が
期
待
さ
れ

る
分
野
の
食
品
加
工
メ
ー
カ
ー
等
の
実
需
者
を
現
地
に

呼
び
込
み
つ
つ
、そ
れ
に
農
産
物
を
供
給
す
る
広
域
的

な
産
地
の
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、

か
ん
し
ょ
や
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
の
産
地
化
に
向
け
た
具
体

的
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る（
図
２
）。農
林
水
産

省
と
し
て
も
、関
係
町
村
に
派
遣
し
て
い
る
職
員
を
通

じ
て
、地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、支
援
し
て
い
く
。

　

福
島
の
20
年
度
の
新
規
就
農
者
は
２
０
４
人
で
、６

年
連
続
で
２
０
０
人
を
超
え
て
い
る
。他
産
業
か
ら
福

島
で
農
業
を
し
た
い
と
就
農
し
た
人
や
、や
っ
ぱ
り
地

元
が
い
い
と
避
難
先
か
ら
戻
っ
て
農
業
を
継
い
だ
人
も

い
る
。外
部
か
ら
の
若
者
が
被
災
自
治
体
の「
復
興
支

援
員
」と
し
て
、商
品
開
発
の
提
案
や
帰
還
し
た
人
と

新
た
に
転
入
し
た
人
を
結
び
つ
け
る
活
動
を
す
る
な
ど
、

地
域
を
活
気
づ
け
る
動
き
も
見
受
け
ら
れ
、明
る
い
兆

し
は
あ
る
。

　

復
興
・
再
生
を
軌
道
に
乗
せ
て
い
く
た
め
に
は
、こ

れ
ま
で
進
め
て
き
た
帰
還
促
進
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、移

住
の
促
進
や
交
流
・
関
係
人
口
の
拡
大
、「
魅
力
あ
る
働

く
場
づ
く
り
」を
含
め
、新
た
な
活
力
を
呼
び
込
む
思

い
切
っ
た
施
策
の
実
行
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

震
災
か
ら
10
年
の
節
目
を
迎
え
、「
東
北
の
復
興
な
く

し
て
日
本
の
再
生
な
し
」と
い
う
理
念
の
も
と
、引
き

続
き
、現
場
主
義
を
徹
底
し
、被
災
者
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、被
災
地
の
農
林
水
産
業
の
復
興
に
向
け
、総
力

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。�

図2 広域的な高付加価値産地のイメージ例 資料：農林水産省
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